
休職から復職までの流れ（精神疾患等以外による休職）

＜休職前又は休職延長前の手続＞

休職（延長）具内申

（岡山県教職員健康診断

審査規則が定める休職

診断書添付）

※結核性疾患による場合

は結核性疾患用の休職

診断書を添付

県教育委員会

（受理）

健康診断審査委員会

（休職（延長）の可否を判定）

県教育委員会

（休職(延長)の可否を決定）

休職（延長）可・休職（延長）開始

療養に専念

主治医の診断

職場復帰可能と診断 休職期間満了後も更に

休業必要と診断

＜復職前の手続き＞

復職具内申

（岡山県教職員健康診断

審査規則が定める復職

診断書添付）

※結核性疾患による場合

は結核性疾患用の復職

診断書を添付

県教育委員会

（受理）

健康診断審査委員会

（本人のみ面接）

↓

（復職の可否を判定）

県教育委員会

（復職の可否を決定）

事前診察

（本人）

復職可 ・ 復職 復職不可

結核性疾患による休職の場合

＜提出物＞

・療養経過報告書

（３か月を経過するごとに提出。

休職延長の場合は初回の休職

開始日から算定する。）

※事前診察

・審査委員会の約１週間前

・県教委が指定する医師に

よる診察

※審査委員会

（内科医３名、精神科医２名及び整形外科医１名）

・原則毎月第４金曜日開催

・本人のみ面接

休
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長


